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魅
力
あ
ふ
れ
る
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輝
く
小
林
市
へ
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生
か
し
、
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
、
稼
げ
る
産
業
の
復
興
、

雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済
の
好

循
環
に
つ
な
げ
、
活
力
あ
る
小

林
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
さ
ら
な
る

活
用
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、

戦
略
的
な
広
報
体
制
を
充
実
さ

せ
、
市
内
外
に
向
け
て
、
市
の

魅
力
や
取
り
組
み
を
効
果
的
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
６
つ
の
重
点
施
策
を
着

実
に
推
進
し
、
新
た
な
市
政
の

ス
タ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民

の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
柔
軟
な
発
想
で
市
政

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
林
市
の
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
が
輝
き
、
子
ど

も
た
ち
が
「
こ
こ
に
生
ま
れ

育
っ
て
良
か
っ
た
」
と
誇
り
と

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
ま
ち
、

６
つ
の
重
点
施
策
を
柱
に
、
着

実
に
市
政
を
前
に
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
は
、
単
に
人

口
減
少
の
抑
制
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、 

市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
誇
り
を
も
っ
て
、
小

林
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
林
畜
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
や
地

域
活
動
を
支
え
る
人
材
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
女
性
や
若

い
世
代
が
活
躍
で
き
る
環
境
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
移
住
・
定

住
の
促
進
や
関
係
人
口
・
交
流

人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
拓
く
と
と
も
に
、
市
の
将

来
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。 

　

子
ど
も
た
ち
が
故
郷
に
誇
り

を
持
ち
、
郷
土
愛
や
豊
か
な
心

を
育
み
な
が
ら
、
未
来
を
生
き

抜
く
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
探
求
学

習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
は
人
口
減
少
対
策
の
基
盤

で
す
。
経
済
的
支
援
の
拡
充
や

保
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

み
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
は
保
育

や
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
支
え
合
い
、
医
療
、
雇
用
、

暮
ら
し
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ

る
も
の
で
す
。
働
く
場
の
確
保

や
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
や

す
い
環
境
整
備
を
含
め
、
関
係

分
野
が
連
携
し
て
子
育
て
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
や
地
域
活
動
を

は
じ
め
、
地
域
で
の
支
え
合
い

は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
尽
力
に
よ
り
育
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
尊
重
し
な
が
ら
、
全
て
の
世

代
が
参
加
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り

や
支
え
合
い
の
力
を
維
持
・
発

展
さ
せ
る
た
め
、
特
に
若
年
層

や
子
育
て
世
代
の
意
見
や
発
想

を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
の
強
み
で
あ
る
、
農
林
畜

産
物
、
自
然
、
食
、
観
光
な
ど

の
地
域
資
源
を
磨
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
特
に
、
農
林
畜
産
業

を
中
心
と
し
た
産
官
学
の
連
携

を
深
め
、
新
た
な
価
値
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は

民
間
事
業
者
の
知
恵
や
技
術
を

　

私
は
、
小
林
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
原
点
は
小
林
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
の
前
文
に
規
定
さ

れ
て
い
る
「
ひ
と
り
一
人
が
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
互
い
に
尊
重
し
な

が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
」
と
い
う
理
念

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
林
市
は
豊
か
な
自
然
、
農

林
畜
産
物
、
そ
し
て
温
か
い
人

の
つ
な
が
り
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
す
。
一
方
で
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
、
産
業
を
支
え

る
担
い
手
不
足
な
ど
、 

将
来
に

わ
た
る
持
続
可
能
性
に
関
わ
る

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
第
３

次
小
林
市
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
を
市
政
運
営
の
基
本
に
、

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
歩
み
と
成

果
を
継
承
し
つ
つ
、
必
要
な
見

直
し
と
新
た
な
視
点
を
加
え
、

「
人
口
減
少
対
策
・

担
い
手
の
育
成
と
確
保
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
・
若
い
世
代
の
参
画
」

「
教
育
環
境
の
充
実
」

「
子
育
て
環
境
の
充
実
」

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
、
輝
く
小
林

市
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
国
・
県
の
財
政
的

支
援
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残

さ
な
い
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
各
重
点
施
策
に
つ

い
て
は
、
社
会
情
勢
や
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
職
員

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

施
策
の
必
要
性
や
効
果
、
財
源

の
見
通
し
を
十
分
に
見
極
め
、

準
備
が
整
っ
た
も
の
か
ら
、
順

次
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
誰
も

が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て

想
い
を
形
に
で
き
る
市
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

小
林
市
の
未
来
を
切
り
拓
く

た
め
に
は
、
市
民
、
地
域
、
行

政
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

共
に
前
へ
進
む
た
め
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

1 人口減少対策・
担い手の育成と確保 教育環境の充実 子育て環境の充実

地域コミュニティの再生・
若い世代の参画

産業の復興・
産官学連携の推進 情報発信の強化

「
産
業
の
復
興
・

産
官
学
連
携
の
推
進
」

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
、
輝
く

小
林
市
」
の
実
現
に
全
力

「
情
報
発
信
の
強
化
」

６６　　
つ
の

重
点
施
策
を
進
め
ま
す

目指すのは、単なる人口減少
の抑制ではなく、市民が誇り
を持ち住み続けたいと思うま
ちづくり。地域の担い手確保
や、女性や若者が活躍できる
環境を整え、新たな移住や定
住、人々の交流につなげます。

これまでみんなで育んできた
地域住民同士の支え合い。こ
の地域の絆を維持・発展させ
るため、若者や子育て世代の
アイデアを生かす仕組みを作
り、全ての世代が参加しやす
いまちづくりを進めます。

市の強みである農林畜産業を
はじめとする、豊かな地域資
源の魅力を磨き、産官学連携
で新たな価値を創出。民間の
知恵や技術も生かし、稼げる
産業の復興や雇用創出、経済
の好循環へとつなげます。

戦略的な広報体制を充実さ
せ、市の豊かな魅力や取り組
みを広く伝えるため、日々進
展している新たなデジタル技
術のさらなる活用を図りなが
ら、市内外への効果的な情報
発信を行います。

教育は、まちと子どもたちの
未来を作る大切な土台。郷土
への誇りや生き抜く力を育む
ため、基礎学力の向上や地
域資源を生かした探求学習、
キャリア教育、ＩＣＴ環境の
整備を進めます。

安心して子育てができる環境
は、選ばれるまちの基盤。経
済的支援や保育環境の充実に
加え、医療や雇用、地域の支
え合いなど各分野が連携し、
仕事と両立できる子育て環境
をまち全体で整えます。
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